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鉄塔組立作業中の降塔時にバランスを崩し墜落負傷

・鉄塔組立作業を，作業員10名で実施し，下部3パネル（地上23.7m）まで組立を完了した。

・被災者は昼休みのため鉄塔を降塔していた所，地上から10m付近でバランスを崩し約4ｍ墜落した。

・墜落の際，鉄塔ステップボルト（推定）に左腕が接触し負傷した。

[被災程度]左橈骨骨幹部骨折，左尺骨釣状突起骨折

[装　　備]安全帽，作業着（上下），革手袋，地下足袋，墜落制止用器具，

          キーロック式移動ロープ（5ｍ）

1.災害発生の主原因

・墜落防止対策が移動ロープのみであり，墜落距離を短く抑える対策が不足していた。

・便意を我慢しており，焦って早く降塔した。

2.再発防止対策

・標準施工計画書（組立一般）における安全環境対策の徹底

　→昇降塔時は，昇降用具を原則使用する。

　→鉄塔の昇降塔は，三点支持で行う。

・トイレ・寒さ対策が出来る時間を確保するため，管理スタッフが声掛け，必要に応じて

　休憩を取る。

以　上

（注）1.　「人身災害報告要領」に基づいて記載するものとし、「工事の種類」「災害の種類」「原因」

については該当項目に○印を付ける。

　　　2.  災害状況の説明と共になるべく図面を添付すること（様式－2）。特に感電の場合は支持物、

電線の離隔距離その他寸法を記入する。
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○回線 電線：ACSA/AC410
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